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漓島根県の高齢化率 
 

滷単身・夫婦のみ高齢世帯の状態 
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2. 2. 高齢化と住宅内事故の実態高齢化と住宅内事故の実態 

　島根県は，高齢化率が日本で二番目 
に高い県です。 
　今後もますます高齢化が進行してい 
くと予想されています。 

（高齢化率とは，全人口に対し65歳以 
　上の高齢者が占める割合のことをい 
　う） 

　島根県の総世帯数のうち，高齢者が 
いる世帯が約4割を占めており，その 
内高齢者のみで生活している方も多く 
みられ，この割合は年々増加していま 
す。 
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滷寝たきりになった時期 澆暖房器具 

多くの場合が，寒い部屋の布団の中でじっとしているために，寝たきりになっている。 

潺冬期間の室内温度の状態 
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資料提供：玉造厚生年金病院  花田実医師 
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蘆調査概要：昭和63年1月～平成5年5月の間に、骨折により玉造厚生年金病院に通院・入院し 
　　　　　　た患者240名のうち自宅で骨折した患者を対象に、骨折原因・骨折場所などについ 
　　　　　　て調査したもの 

蘆調査概要：平成 8年12月に県内Ａ町において調査した 
　　　　　　もの（Ｎ＝15） 

寒い冬場に寝た 
きりになっている 
場合が多い。 
 

室内温度が21℃ 
以下だと，活動 
が低下する。 
（動きたくなくなる。） 

電気毛布などの部分暖房が多くみられ，部屋 
全体を暖房していない場合も多い。 
全体暖房のうちストーブは，危ないなどの理由 
により，常時使用は 2名のみ。 




